























































































































































































11） 貞観十七年 （八七五） 夏。天下旱魃。 貞観寺真） 雅於
二大極殿
一修壇精祈。不


























































































































































































〔六月廿八日、 權大僧都元杲をして、 請雨経法を修せしむ。七月六日、 大極殿に於て、
祈雨御読経を行う。七日、神泉苑御修法結願。十日、炎旱に依りて獄囚を免ず〕
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是日、百口僧をして大極殿に仁王経を転読して雨を祈らしむ。四日、雷鳴あり 炎旱に依りて、阿闍梨仁海をして請雨経法を神泉苑に修せしめ、安倍吉乎をして、五竜祭 同所に行わしむ。是日 旱炎の為に軽犯者を す。六日 雷電降雨あり。大極殿仁王経御読経延引。八日 降雨あり、大極殿 御読経結願、僧等に度者を給い 僧綱の請 依りて再び大極殿に仁王経御読経を行わしむ。十三日、降雨、神泉苑御修法結願〕
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ことができる。もっとも多いのは東寺や醍醐寺僧が行った孔雀経法で二十九回の多きにのぼっている。修法については専門外であるから詳細にはわからないが、孔雀経法は孔雀明王を本尊として 除災 請雨などのために修する法である。つぎが同じく東寺・醍醐寺・安祥寺僧など 修 た請雨経法の十九回である。請雨経法は大雲輪請雨経の所説により諸大竜王を勧請し雨を祈る修法で、本朝で 空海が始めて行ったものである。そ 後は祈 十一回、法雩八回、読経（祈雨・精祈・念持・祈雩・法雩）九回 修法、水天供 水天を供養し、雨を祈請する修法）四回、誦経 禱法雨、祈が共に三回、仏頂尊勝法、精祈、祈雩二 、そ 他大仏頂法（諸仏 最頂上 功徳を総摂する 仏頂尊を供養する法） 、宝楼閣法（宝楼閣経の所説により 釈迦如来を本尊として、堂塔 息災 亡者得脱のために修する法） 、大
― 88 ―






























































































































































































































































































































































































彗星出現す。 日、幕府、彗星出現に依りて 八字文殊法等を修す。尋で鶴岡八幡宮に於て、臨時神楽及び仁王会 行う 十七仁和寺道深法親王をして閑院内裏 於て孔雀法を修せしむ。是日、 天台座主尊性法親王金輪法を 東寺長者僧正親厳仏眼法等を修す。延暦寺根本中堂に於て同寺三塔相謀り、千部仁王経摺写供養を行い彗星を祈禳す〕
― 94 ―
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7）承和二年（八三五 秋。 （興福寺願安 將
レ往
二但州
一。乗
二舟湖水
一。及
レ至
二中流
一。暴風俄吹。逆波大起。舟將
二
傾覆
一。衆人恟懼。 （願）安独端坐。黙
二―念観音
一。于
レ時白雲忽降。掩
二安之頂
一。雲中現
二金色大悲之相
一。 （願）
安及衆人瞻仰稽顙。須臾猛風止。 （六四二上）
（
8） （年未詳）興福寺定昭一日応
レ詔赴
二京師
一。至
レ渉
二淀河
一。暴風驟起。舟將
二漂覆
一。舟人恐懼。忽有
二童子十人
一。
従
レ河涌出。 曳
レ舟著
レ岸。 俄失
二所在
一。 見者歎
二未曽有
一。 昭曰。 我常誦
二法華
一。 故十羅刹女加護如
レ斯。 （六六四下）
（
9） （年未詳 書写山平願）口誦
二法華
一。一日暴風。菴倒被
レ圧。誠心念
レ経。忽神人来引
二―出願
一。而摩頂慰誘曰。
公衣
二夙殃
一。今遭
二此患
一。由
レ持
レ経。転
レ重為
レ軽（八五七上）
（彗星着陸の日
　
平成二十六年十一月十三日稿）
